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　聖シルディーン学園から二駅離れた場所にあるカフェは、ランチタイムが終わったばかりでかなり空すいている。その奥の一席に陣じん取どり、アイスコーヒーでたっぷりと口内を湿しめしたカシュヴァーン・ライセンは、意を決して口を開いた。

「アリシア先生、俺、来年から正式に聖シルディーン学園に数学教師として採用されることになったんです」

　わざわざ学園から離れた場所を選んだ甲か斐いあって、小こ洒じや落れたテーブルの向かい側以外に知り合いの姿は見えない。完かん璧ぺきだ。このタイミングなら、言える。

「ですから、今から少しでも学園の雰ふん囲い気きに慣れておきたいので、来月の文化祭を一緒に回ってほしいんです。いえ、決して下心はありません。純じゆん粋すいな職業意識からです。手を繫つなぎたいなどと贅ぜい沢たくは言いません。隙すきあらば人ひと気けのないところに行こうなどとは思っていません。そもそもあなたがお化け屋や敷しきなんかで怖こわがってくれないことは分かっています、くそ……ああ、失礼、とにかく下心はありませんし、食べたい物があればなんでも奢おごりますから」

　拳こぶしを握にぎり締め、真剣な顔で語る彼を横目にウェイトレスたちが「勧かん誘ゆう」「幸せになれる壺つぼ」などとひそひそささやいている。真っ昼間のカフェの片かた隅すみで、強こわ面もてのスーツ姿の男が必死に誘さそいかける状況を誤解されているのは明らかだった。

「……あまり下心がないと連発しないほうがよろしいのではないかと思いますが、カシュヴァーン様……いくら相手があの方でも、警けい戒かいされるのではないかと……」

　アリシア役を務つとめていたトレイスが、カフェオレで気まずさをごまかしながらうつむきがちに感想を述のべる。

　昔カシュヴァーンの家で下働きのようなことをしていたトレイスは、父と喧けん嘩かして家を出た彼のことをいまだに心配している。めでたく教員免めん許きよを取得し、母校への就しゆう職しよくを決めたカシュヴァーンに呼び出されては、律りち儀ぎに恋愛相談に付き合っているのであった。

「そうか、そうだな……もう少しオブラートに包んだほうがいいか」

「下心があるのは否定しないんですね？」

　やんわりと咎とがめられたカシュヴァーンだが、「当然だ」と胸を張る。

「俺が卒業してから何年経たったと思っている？　教育実習の間に仲を発展させられなかったのが、悔くやまれてならない……!!　こうしている間にも、俺のアリシア先生が他の男の毒どく牙がにかかっているかもしれないのに……!!」

　アリシア・フェイトリン。学生時代、今時番長じみたことをしていたカシュヴァーンを、ふわふわ笑顔と物もの怖おじしない態度で優しく包み込んでくれた英語教師である。

「いや、それは大丈夫だと思いますよ。アリシア様のことをそれほど可か愛わいいと思っているのは世界であなただけ、いやその」

　ほとんど氷しか残っていないグラスを傾かたむけて、トレイスは急いでごまかした。

　実際アリシアは眼鏡めがねと貧ひん乳にゆう以外特とく徴ちようのない地味な容姿であり、年ねん齢れい不ふ詳しようだがかなり年上なのも間違いない。カシュヴァーンの心配は杞き憂ゆうだとしか思えなかったが、それを指摘すると自分の身が危あやうい。

　それにトレイスとしても、カシュヴァーンの色ぼけにはありがたい面もあるのだ。

「まあ、でも、嬉うれしいですよ。下心ゆえとはいえ、かつてあれほど荒れていたあなたが、まともな職業に就ついて下さって……レクサンドール様あたりの影響を受けて、合法すれすれのお仕事をなさるようになったら、私は腹を切らねばならないと……!!」

　番長時代のことを思い出しているのだろう。若じやつ干かん涙ぐみさえしているトレイスに、カシュヴァーンはため息を漏もらす。

「お前にもいろいろと心配をかけたな、トレイス。だが安心してくれ、俺はまともな職に就き、アリシア先生とまともな家庭を築き、可愛い子供をたくさんもうけて、幸せに暮らすのだから……そのために、間男どもを排はい除じよしようとしているんじゃないか」

「……すいません、かえって安心できなくなってきたのですが……脳のう内ない妄もう想そうが先走っているご様子ですが、まだあなたは告白すらできていないんですからね……？」

　とてもいい笑顔のカシュヴァーンに、トレイスが控ひかえめに突っ込んだ時だった。小さな風が、二人の髪かみを揺ゆらす。

「やっほーカシュヴァーンおにいちゃん、トレイスさん、元気ー？」

　聖シルディーン学園高等部の夏服に身を包んだルアークが、軽けい薄はくな笑みを浮かべてすぐそこに立っていた。笑みを消したカシュヴァーンは、半はん眼がんで彼を睨にらむ。

「ルアーク。お前は本当に、いつもどこから出てくるんだ……？」

「まあいいじゃない、細かいことは気にしないで。あ、おねーさん、俺にはオレンジジュースちょーだい」

　この人につけといて、と平気でカシュヴァーンを指し示すルアークは、自称彼の舎しや弟ていである。だがカシュヴァーンは、無礼な態度はさておいても、かねてから問いただしたいことがあった。

「そして一体いくつなんだ。お前、俺が生徒だった頃からずっと学園にいたよな？　下へ手たすると、俺が入学する前からいなかったか？」

「そんなことよりさあ、アリシア先生を誘いたいなら、さっさとしたほうがいいんじゃない？　出で遅おくれてるかもよ、あんた」

「なんだと!?」

　オレンジジュースを吸い上げながらのひと言に、カシュヴァーンは愕がく然ぜんとした。







「合法ですよ！　すれすれでも合法で頼みますよお二人とも!!」

　そう繰くり返すトレイスと別れ、母校にたどり着いたカシュヴァーンはとりあえず門柱に隠かくれて最後の身だしなみの点検をした。

　聖シルディーン学園は、小中高大と一いつ貫かんした教育を行う巨大な学園だ。ちょうど六時限目が終わったばかりなので、帰宅部と思おぼしき中等部や高等部の生徒たちが通り過ぎざま投げてくる視線がちょっと気になる。

「大丈夫だよ、ちゃんと許可証は持ってるでしょ？　ちょっぴりカタギに見えないのは事実だけど、ここに就職も決まってるんだから、堂々としてればいいでしょ」

　心を読んだようなルアークのひと言に、カシュヴァーンはしかめ面つらをしながらため息を漏らした。

「いや、あまり堂々とする気はない。ガーゼット理事から許可証はいただいたが、今回はできるだけ、目立ちたくないからな」

　いつでも取り出せるように、上衣のポケットに突っ込んだ来校許可証を再確認する。物ぶつ騒そうなこのご時世、通報は避さけたいところだ。「君を見ていると、若い頃の苦い恋を思い出すのだよ」と微笑ほほえみ、力を貸してくれたグラネウス・フィラル・ド・ガーゼット理事にも申し訳が立たない。

　いっそ制服でも着てこようかと思ったが、学生時代から似合わなかったことを思い出してやめたのである。ちなみにグラネウスが勧すすめてきた斬ざん新しんな制服は、全力で拒きよ否ひした。

「そうだね、ストーカーは目立っちゃだめだからね」

　さらりとルアークが口にした皮肉に、憤ふん然ぜんと言い返す。

「馬ば鹿かなことを言うな。俺はただ遠くからアリシア先生を見守りつつ、悪い虫がつきそうになったらこっそり全力で排除するだけだ!!」

「うん、詳くわしいストーカーの説明をありがと。トレイスさんやガーゼット理事に申し訳ないから、あんたが警察に排除されないように気をつけてね。じゃあ行こうか？　おにいちゃん」

　慣れた口調であしらうと、ルアークはさっさと校内に入った。







　巨大な白い鳥が羽を広げた姿にもたとえられる、コの字型の校舎に抱だかれた中庭を、カシュヴァーンはルアークに先導されて歩いていく。

　卒業してから年数は経っているものの、先日教育実習に訪れたばかりである。感かん慨がいめいた感情は湧わいてこなかった。

「ふん、代わり映ばえせんな」

　むしろ他の生徒に交まじり、こうやって歩いていると、脳のう裏りをよぎるのは荒れていた学生時代の不ふ愉ゆ快かいな思い出ばかり。知らずその表情は険けわしくなり、番長呼ばわりされていた頃に近づいていく。

　カシュヴァーンは昔から父親との折り合いが悪く、斜しやに構えた少年だった。おまけに無理やり入学させられた聖シルディーン学園は、見た目の優ゆう雅がさとは裏腹に、古い名家出身者と成り上がりが醜みにくく争う荒すさんだ場所だった。

　だがそれも、暗い攻撃衝しよう動どうを溜め込んだカシュヴァーンには都つ合ごうがよかった。入学してすぐに手のつけられない問題児扱いされ、中等部に進む頃にはお定まりのように混迷の思春期を迎むかえ、喧嘩に明け暮れていたのだが……眼鏡をかけた女神と出会ったことで、運命は少しずつ変わっていった。

「最初は正直、地味な女だとしか思っていなかったが……」

　脅おどそうがすかそうが怯おびえもせず、怒りもせず、かといって無視もしなかった。顔を合わせれば「おはようカシュヴァーンくん」、帰ろうとすれば「また明日ね」。当たり前の、けれど家族からもろくに聞いたことのない言葉を聞きたくて、気づけばずいぶん出席日数が改善されていた。

　けれどアリシアは、他の誰だれにでも同じように接していて。そこからひとりだけ抜け出したいと、そんな願いを正直に認められるようになった頃には、もう卒業が眼の前だった……

　卒業式、舞い散る桜、今でも唇くちびるに残る淡あわい感かん触しよく。

「にやにやしてるとこ悪いけどさ、カシュヴァーンおにいちゃん。さっきのティルぼっちゃんの件だけど、うまくノーラを誘えたら、ぼっちゃんたちと一緒に文化祭を回るつもりなの？」

　あの感触をより鮮せん明めいに思い起こそうと、唇に指先を当てていたカシュヴァーンはルアークの質問にはっと我に返った。

「──いや」

「あー、やっぱそうか。二人きりで回りたいものねぇ」

　ティルぼっちゃん、ことティルナード・レイデンは、カシュヴァーンの自称舎弟その二である。グラネウスに来校許可証をもらいに行く途中、彼に捕つかまって頼まれたのだ。自分もノーラを誘うので協力してほしい、と。

　ティルナードが、カシュヴァーンの自称彼女だったノーラに気があるのは誰だれの眼にも明らかだった。そしてノーラのほうもそうなのは間ま違ちがいなかった。

　だが二人とも素直ではないので、ティルナードひとりで誘うと喧嘩になって終わってしまうおそれがある。だから付き添そいをしてほしいと言われたのだ。

『首しゆ尾びよくノーラを誘えたら、一緒に文化祭を回ってやるぞ！　お前ひとりで校内をうろうろしていると、通報される可能性があるからな、ライセン!!』

　偉えらそうに笑ったティルナードの頭を思いきりはたいた感触が、たった一度の口づけの感触を上うわ書がきしそうになる。渋しぶい顔になったカシュヴァーンは、素そっ気けなく言い切った。

「いや、そもそも俺は手伝うつもりはないぞ」

「え？」

「たかが文化祭に誘うぐらい、ひとりでできなくてどうする、情けない。さっきは面倒だったから、適当にあしらっただけだ」

「わー男らしい！　トレイスさんを呼び出しては散々お誘いの練習した挙あげ句く、俺とストーカーごっこしてる人にも言ってやりたい!!」

　にこやかな嫌いや味みにも、カシュヴァーンは知らん顔をして続けた。

「第一俺が手を貸してやると、あいつの教育係が後でうるさいんでな。あの眼鏡、俺に不満があるとトレイスに当たりに行くので面倒なんだ」

「さてはそっちが本ほん音ねだね？　っと、いたいた、アリシア！」

　めざとく標的を見つけたルアークと一緒に、カシュヴァーンンは慌あわてて校舎の陰かげに隠れた。







　中庭の隅に設もうけられたベンチに座り、アリシア・フェイトリンは幸福そうにおにぎりを食べていた。

　亜あ麻ま色いろの長い髪とおにぎりにふくらんだ頰ほおが、夕焼けの下で輝かがやいている。髪と肌はだはきれいな彼女だが、着たきり雀すずめの見慣れた服も、ぺったりとした胸も、平均的な顔立ちも、本来は特に人目を惹ひくものではない。

　しかし、恋するカシュヴァーンにはすべてが愛いとおしくて仕方がない。

「いかん、このままでは可愛すぎて、すぐに他の誰かに捕まってしまう……やむを得ん、保護のためだ。そういう訳で、今すぐ俺の妖よう精せいを捕まえてもいいよな？」

「いい訳ないよ、あんたも捕まるからね！」

　衝動に任まかせ、足を踏み出そうとしていたカシュヴァーンの手首をルアークががっちり摑つかんで止める。夢から覚めた心地ここちになったカシュヴァーンは、寂さびしい眼をしてつぶやいた。

「なら、せめて……おにぎりになって、アリシア先生に食べられたい」

「おにいちゃん、気持ち悪い妄想を口に出すのやめて！　本当に捕まるから!!」

　本気で顔を引きつらせたルアークは、強引に話を変えた。

「え、えーと、いつもより早いけど、夕食ってとこかな。パックのおにぎりをあんなに幸せそうに食べられるってのも、すごいよねー」

「そうだな。さすが俺の天使……」

　ルアークの言葉にうなずこうとしたカシュヴァーンだが、あることに気づいて硬こう直ちよくする。

「アリシア先生……そんな……まさか」

「え？　ど、どうしたの？　おにいちゃん」

「あれは、学食で売っている、三百八十円のおにぎりセット……アリシア先生は、あんな高いものは食べない……!!」

「わーすごい記き憶おく力りよくだね本当に気持ち悪い!!」

　ルアークがいろいろな意味で引いているが、それどころではないカシュヴァーンは聞いていなかった。

　生活費を抑おさえられるからといって、校内で寝ね泊とまりしているアリシアである。なのに、半額シールも貼はられていない高級食材を食べている。

　誰かが与えたに違いない。彼女に気のある、誰かが。

「くそ、やはり餌え付づけが正解か……!!　まずは馴なれさせるところから始めようと思っていたのに……!!」

「おにいちゃん、好きな子の話してるの？　ペットの話してるの？」

　呆あきれた様子でつぶやいたルアークは、再びアリシアに眼をやった。

「おっと、カシュヴァーンおにいちゃん、悠ゆう長ちように落ち込んでる場合じゃないよ。アリシアが行っちゃう！」

　ルアークの言うとおり、おにぎりを食べ終えたアリシアが立ち上がって歩き出す。風のように駆かけ出したルアークに続き、急ぎ物陰から出ようとしたカシュヴァーンだったが、はっとして足を止めた。

「ライセン」

　学食の袋片手という間抜けさにも損そこなわれることのない、月のように静かな美び貌ぼう。白衣に身を包んだ生物教師のディネロ・アズベルグが、すぐそこに立っていた。ルアークはアリシアを追っていったらしく、すでに姿が見えない。

　そういえばこの中庭は、ディネロの巡じゆん回かいルートだったのである。面倒なのに見つかったと、内心舌打ちしたい気分になった。

　カシュヴァーンは昔から、ディネロのことが苦手だった。家同士の因いん縁ねんもさることながら、自分とは何もかも違うこの男に本能的な苦手意識を覚えるのだ。

　どこかアリシアにも通じる、茫ぼう洋ようとしながらもすべてを見み透すかすような眼を、なかなかまっすぐ見られない。目下天使を尾行中であることを考えると、余計に。

「お……、お久しぶり、です」

　他に言葉が出ず、冷や汗をかきながら無ぶ難なんな挨あい拶さつをする。言い終えてから、もう同どう僚りようになるのだし、敬語でしゃべる必要もないのではとひそかに悔くやんでいるカシュヴァーンに対し、ディネロは相変わらずのマイペースだ。

「久しぶり、だな。就職、おめでとう。祝いに、やる」

　カシュヴァーンの手に、プラスチックの容いれ物に入った弁当らしきものが押しつけられる。

「……ありがとう」

　とりあえず、礼ぐらいは言うべきだろう。さり気なく口調を変化させたカシュヴァーンだが、手の中のものを確認した瞬しゆん間かん愕然とした。

「これは……、まさか」

　三百八十円のおにぎりセット。

　間違いなく、アリシアが先ほど食べていたのと同じものだ。二回ほど買い与えた時好評だったから、よく覚えている。

「アリシアにも、さっき、やった」

　なんでもないようなディネロの答えを聞いて、手に力がこもる。プラスチックの容れ物が悲鳴を上げた。

　カシュヴァーンが苦手とするこの男とアリシアが、仲がいいのは知っている。微び弱じやくな電波を発する貧びん乏ぼう教師同士、通じ合うのだろう。

「……アリシア先生と同程度に貧乏なはずのお前が、がんばったものだな」

　ここで喧嘩を売るのは得策ではない。分かっているが、攻撃的な感情を止められなかった。

　しかしやはり、ディネロの態度に変化はない。

「学食に、行ったら、くれた。いつも、時計代わりに、来て、助かるから、と」

「……そ、そうか」

　攻撃的な感情を持続させてくれないあたりにも、アリシアと通じるものがある。同時に相手が女性なら、絶対お前に気があるからくれたんだと言いたかったが、みっともないので堪こらえた。

　要するにディネロは、もらったものが余ったから配り歩いただけなのだ。第一ディネロのほうにその気があれば、アリシアとの仲はもっと発展していてしかるべきだろう。彼にはいくらでも機会があったはずなのだから。

　自分にそう言い聞かせていると、不意にディネロがこう言うのが聞こえた。

「なんでもは、やらない」

　ぎくりとして見上げた灰色の瞳ひとみに、剣けん吞のんな光が走った気がした。手にしたおにぎりの容れ物がまた悲鳴を上げる。

「──どういう意味だ？」

　いざとなればもらい物を投げ捨てる、もしくは投げつけて攻撃する気構えで言い返すと、ディネロも手元の袋をぎゅっと握った。

「これは、俺のだ」

「……いや、俺もひとつで十分だから」

　むしろ返してもいいぐらいだ。気が抜けたカシュヴァーンに、ディネロもひとつうなずいた。

「そうだな。俺も、人のものは、取らない」

　意味ありげな言葉を残し、大柄な体が踵きびすを返す。そのままディネロは、校舎のほうに向かって去っていってしまった。

「なんなんだ、あいつは……」

　どっと疲れたカシュヴァーンの、冷や汗が浮いた腕うでを一陣の風が撫なでた。

「どーやら大丈夫そうだね、おにいちゃん。ところで、なんであんたまでおにぎり持ってるの？　……本気でおにぎりになる気じゃないよね？」

　いつの間にか戻ってきていたルアークが、ディネロが去った方向とカシュヴァーンの手元を交互に見ながらつぶやく。カシュヴァーンは彼の手におにぎりを押しつけると、

「話は後だ。とにかくアリシア先生を追うぞ、ルアーク！」

「そうだね。こっちだよ、おにいちゃん……、っと」

　いずこかへとおにぎりをしまい、走り出したルアークの口元に苦笑いが浮かぶ。

「まーたあんたの天敵が、アリシアと話してるみたいだよ？」

「なに!?」







　逸はやる心を抑えて中庭を駆け抜け、校舎の入り口まで来たところで、カシュヴァーンは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をして立ち止まった。手近な木陰に隠れ、険を帯おびた眼で天使と天敵を睨む。

「あら、こんにちは、ジスカルド先生」

「……こんにちは、アリシア先生」

　ただで食べたおにぎりが、よほどおいしかったのだろう。いつもよりさらににこにこしているアリシアに挨拶されたジスカルド・オーデルは、華はなやかな顔立ちを不愉快そうに歪ゆがめている。

　名家の血を引く絵に描いたような美青年であるジスカルドは、能力は高いがプライドも高い。やたらと相手を見下す傾けい向こうがあり、彼の歪んだ価値観による世界史の授業をさぼっては呼び出され、それさえさぼって激げき怒どさせたことは美しい思い出である。

「全く、アリシア先生は、本当に誰にでも同じだな……」

　いいにつけ悪いにつけ、誰にでも平等なアリシアの態度が恨うらめしい。ジスカルドが彼女に親しげな態度など示した覚えはないのに、顔を見れば自分から挨拶してしまうのだから。

　だがその性格のために、カシュヴァーンにも声をかけてくれるのである。悶もん々もんとしつつも、ジスカルドのことだからさっさと行ってしまうだろうと思い直した時だった。

「口元に、おべんとうがついているようですが。何か食べていたのですか？」

　ものすごく嫌いやそうな口調で、ジスカルドが指摘する声が聞こえた。答えるアリシアは口元に手をやりながら、

「あら、もったいない。実は先ほどディネロ先生のおかげで、豪ごう華かなお食事ができましたの」

「……あの男とあなたのレベルの豪華とは……いえ、まあ、よろしいでしょう。失礼」

　アリシアの指が一向に米粒をぬぐえないことに焦じれてか、ジスカルドがポケットからハンカチを取り出す。ぎゃあ、と叫さけびそうになったカシュヴァーンの口を、ルアークの手が素早くふさいだ。

「全く、伝統ある聖シルディーン学園の教師として、みっともない格かつ好こうでふらふらしないで下さい」

　アリシアの口元をぬぐったハンカチをしまって、ジスカルドが吐はき捨てる。生徒相手のような台詞せりふにも、アリシアは特に気にした風がない。

「まあ、失礼いたしましたわ。ありがとうございます」

　にこっと笑って礼を述べると、「おべんとうとは不覚ですわ……一粒残さず食べたつもりでしたのに……」とぶつぶつ言いながら歩き出した。







　アリシアの姿が見えなくなると、ルアークの拘こう束そくも緩ゆるんだ。解放されたカシュヴァーンは、怒いかりに任せてわめき散らす。

「もが、ああ畜ちく生しよう、ジスカルドの野や郎ろう!!　俺の聖女の唇に！　触さわりやがって!!　許さん!!　だがハンカチとは下策だな!!　そこは指か舌だろう馬鹿め!!」

「カシュヴァーンおにいちゃん、あらゆる意味で落ち着いて!!　……あーもう、見つかっちゃったじゃん!!」

　木陰で揉もみ合っていたら、声が漏れてしまったようだ。やべ、と舌を出したルアークの向こう側に、挑ちよう発はつ的てきな笑みを浮かべた美貌が覗のぞく。

「これはこれは、久しぶりだな、ライセン『先生』？　そんなところでこそこそしていないで、陽ひの当たるところに出てくればどうですか。相変わらず、あまり陽の当たるところを歩むご面相ではないですが」

　敵意丸出しのご挨拶に、カシュヴァーンの頭は一瞬熱くなり、だが瞬時に冷えた。

「──お久しぶりですね、麗うるわしのオーデル先生。相変わらずお美しくて何より」

　ディネロのことは苦手だが、ジスカルドのことははっきり言って嫌きらいだ。だから妙みような遠えん慮りよなしで、思い切り殴なぐり返せる。

「教師なんぞにしておくのはもったいないですね。いっそ女性と親しくなることだけに専念されればいかがです？　そちらの才能のほうがおありのようだ」

　アリシア相手にはああいう態度のジスカルドだが、彼が生徒といわず教師といわず、学園中の女性と浮き名を流しているのは周知の事実だ。皮肉を潜ひそませた物言いに、ジスカルドは敏びん感かんな反応を示した。

「……私は今後、貴様の先せん輩ぱいになるんだぞ。口のきき方に気をつけろ」

「ええ、もちろんです。オーデル大先生が新任教師相手にくだらない嫌がらせをするような、器うつわの小さい方ではないのはよく存じておりますので。俺も安心して赴ふ任にんして来られますよ」

　恭うやうやしく言ってのければ、ジスカルドは不快そうに口の端はしを曲げた。が、すぐに反はん撃げきの糸口を見つけたようだ。

「ところで貴様、まだアリシア先生にご執しゆう心しんらしいな。学園一の問題児が教職免許を取得するなど、涙ぐましい真ま似ねをしたのはそのためか？　こそこそ隠れていたのは、大方私と彼女が話していたのを見ていたのだろう」

　ストレートに急所を突かれ、とっさの反論に詰つまる。それを見て取ったジスカルドは、薄うすい笑みを浮かべて挑発してきた。

「正直あのような零れい落らくした家の、おまけに地味な女性は、好みではないが……お前の鼻を明かしてやるのも楽しそうだ」

　毒どくを秘めた笑みに威い圧あつされたのも束つかの間ま、カシュヴァーンは素早く体勢を立て直した。ジスカルドに負けず劣おとらずの邪じや悪あくな笑みを浮かべ、

「──偉そうに言っているが、アリシア先生に盛せい大だいにスルーされたことを忘れた訳じゃあるまいな」

「！」

　この手の脅しを受けるのはこれが初めてではない。ジスカルドは反はん抗こう的てきな生徒に眼に物見せてやるべく、何度かアリシアに手を出そうとしたことがあるのだ。

　だがそれは、カシュヴァーンの暗あん躍やくとアリシアの価値観によってすべて失敗している。

「今でも眼に浮かぶぞ、あれは確か俺が高一の時だったな。格好をつけて、気き障ざな台詞を並べて夏祭りに誘い出したはいいが、アリシア先生は最終的に俺が買ってきたたこ焼きを選んだ……!!」

　後こう輩はいたちに無理を言って、焼きたてを用意させて正解だった。完全勝利、並びに浴衣ゆかた姿のアリシアを思い出して感動していると、ジスカルドが奥歯を嚙み締めながら反撃してくる。

「き、貴様こそ、あの後花火を見に行って雰囲気を作ったはいいが、彼女はわたあめに夢中で何もできなかったんだろうが!!」

「!?　なんだと、誰から聞いた……!?」

「補導員の中にも、私と親しい女性は何人かいるからな!!」

「く、くそ、さすがの女たらし……!!　うちの学園の補導員は、平均年齢五十代のはずなのに……!!」

　勝ち誇ほこるジスカルドと悔くやしがるカシュヴァーンを見上げて、ルアークは気楽につぶやいた。

「仲いいねー」

「「誰と誰がだ!?」」

「わー、息ぴったり」

　あはははは、と笑っていたルアークの眼がふと動く。

「それはそうと、ジスカルドおにいちゃんは、あんまり女性遍へん歴れき自じ慢まんするのをやめたほうがよさそうだよ？」

　なんのことかといぶかしんだカシュヴァーンだが、次の瞬間納なつ得とくした。

「……ジス、あなた、補導員にまで手を出してたの……？」

　ジスカルドの妻であり、音楽教師のエルティーナが近づいてきていたのだ。










　ジスカルドの女遊びは今に始まったことではない。そして夫と同等の美貌を誇るエルティーナも、あちこちの男との噂うわさが絶たえない。

　とはいえ、仮にも教員である。昼間から大声で話すことでもないと悟さとったジスカルドは、失礼、と言い捨てると足早に去っていってしまった。

「……ジスが手を出した相手の夫なら、ちょろそうよねえ」

　気け怠だるげにつぶやいたエルティーナに、カシュヴァーンは真顔になって注意する。

「馬鹿な真似はやめたほうがいいでしょう。あなたが傷つくだけですよ」

「あら、一人前に言ってくれるじゃない？　私を傷つけてもくれなかったくせに」

　くすくすと笑って、エルティーナがカシュヴァーンにしなだれかかってくる。分かりやすい媚び態たいだったが、カシュヴァーンはやんわりと彼女を押し返した。

「やめて下さい、誤解されます」

「あら、大丈夫よ、アリシアなら向こうに行ってしまったみたいだし」

「あなただって、好きでもない男とこれ以上噂になることもないでしょう。素直に大好きなオーデル先生を追いかければどうです？」

「……人ごとだと思ってずばずば言ってくれるわね、カーシュ」

　すねたようにつぶやくエルティーナだったが、その表情は寂しそうだった。結婚してからも全く女遊びが絶えず、責められても「男の甲か斐い性しよう」と開き直る冷たい夫を、彼女は一いち途ずに愛しているのだ。

「ええ、人ごとですからね。ついでにあなたにお願いします。俺は文化祭をアリシア先生と回りたいので、あなたはオーデル先生をしっかり捕まえておいて下さい」

「え？」

「ご夫婦で一緒に回りたいんでしょう？　俺のためだと思えば、ご自分に言い訳もしやすいのではないですか」

　素っ気なさを装よそおって言ってやれば、エルティーナはますますすねた顔をした。

「嫌な男に育って帰ってきたわね。ふーんだ、別にあなたのためなんかじゃないわよ!!」

　ヒールの靴くつ音おとも高く、エルティーナが方向転換する。もちろんジスカルドが去ったほうにだ。

　やれやれ、と肩かたを竦すくめるカシュヴァーンをルアークが肘ひじでつっついた。

「おにいちゃんは相変わらず、アリシアが絡からまないとかっこいいね!!　結婚して!!」

「黙だまれ馬鹿。……ただ単に、悲しんでいる女が苦手なだけだ」

　気き恥はずかしさを追い払うように咳せき払ばらいして、話題を変える。

「それよりアリシア先生だ!!　そろそろ暗くなってきたし、あの人の視力はますます落ちている!!　下手すると部屋に戻る時に迷う!!　そのタイミングで声をかければ、スムーズに部屋まで送れる!!　そこで文化祭に誘う!!　うまくいけばそのまま部屋に上がり込める!!　行くぞルアーク!!」

「ＯＫおにいちゃん!!　俺がついてるから安心して!!　アリシアのことだけは絶対に守るから!!　主おもにあんたから!!」

　爽さわやかにサムズアップしたルアークの先導で、カシュヴァーンは再び駆け出した。







　オーデル夫妻と話していたので、さほど歩くのが速くないアリシアも結構遠くまで行ってしまったようだ。とはいえ、抜ばつ群ぐんの勘かんを誇るルアークがいることにくわえ、アリシアが戻るべき場所は分かっている。

「相変わらず、宿直室に住んでいるんだよな？」

「うんそう。あ、でも、たぶんその前に図書館に寄ってるはず」

　アリシアが本好きなのは承しよう知ちしているので、カシュヴァーンは最初気に留めなかった。だが続くルアークの言葉には、動どう揺ようせざるを得なかった。

「そういえば知ってる？　おにいちゃん。海外かどっかに行ってたエルティーナ先生の弟が、この間急に理事として帰ってきたんだって」

「いや、初耳だが」

「その人も本が好きみたいで、最近よく熱心にアリシアと話してて、うわわわわ、速いよ、置いていかないで!!」

　ぐんと速度を上げたカシュヴァーンに、ルアークが慌てて待ったをかける。だがカシュヴァーンは悪い予感に命じられるまま、夕ゆう闇やみの中を必死に駆けた。







　悪い予感は当たった。赤あか煉れん瓦がを積んで作られた瀟しよう洒しやな図書館の前で、アリシアと見知らぬ黒髪の男が一冊の本を開いて談笑している。

　カシュヴァーンは読書にさほど興味がなく、特にアリシアの好きな恐きよう怖ふ小説には申し訳ないがまるで関心がない。だが、こうやって仲良く同じ本を覗き込んでいる姿を見ると、自分がとんでもなくもったいないことをしていたような気がしてきた。

「いや、まだ取り返せる……資料だの教科書だのを一緒に見てもらえばいいんだよな……」

「カシュヴァーンおにいちゃんって、基本的に頭はいいはずなんだけど、本当に頭悪いよね……」

　ルアークがため息をこぼしている。

「あれ？　そこにいるのは、もしかするとカシュヴァーン・ライセン？　ルアークも一緒か」

　一応建物の陰に隠れていたカシュヴァーンたちを、エルティーナの弟だというその男が呼ぶ。額ひたいから右眼を通って頰にまで達する傷が痛々しいが、笑顔はとても快活で明るい。

「初めましてだな!!　俺はゼオルディス・フィラル・ド・シルディーン。ゼオと呼んでくれ」

　本を片手に屈くつ託たくのない笑みを浮かべたゼオルディスは、はっと身を引きかけたカシュヴァーンに構わず一方的に手を握ってくる。握あく手しゆを返しつつ、どう接するべきか迷いながら、まずは無難な挨拶をした。

「あー、初めまして、理事。来年からお世話になります」

「やめてくれよ。いくら俺が理事長の息子むすこで、将来親父の跡あとを継つぐことがほぼ間違いないからといって、そんな風にかしこまらないでくれ」

「こいつ面倒くさい」とカシュヴァーンの勘が告げた。それを知ってか知らずか、ゼオルディスはにこにことルアークに話しかける。

「お前のことはアリシアやそこのルアークによく聞いているから、他人って感じがしないんだ。なあルアーク？」

「……あははー」

　ルアークでさえ苦笑いしながら目線をよこしてくるあたり、このゼオルディスという男が厄やつ介かいなのは間違いない。それに引き替え、アリシアは全くいつもどおりだ。

「あら、カシュヴァーンくんだったのね、久しぶりだわ!!　来てくれてありがとう。ゼオ様も、とってもあなたに会いたがっていたのよ」

「……アリシア先生、それは校舎です。俺はこっちです」

　夕闇の中でさえ輝くような微笑みが、まっすぐ自分に向かってくることはあまりない。仕方がないので自みずから場所を移動すると、ゼオルディスが含ふくみ笑いを浮かべた。

「なるほどなるほど、噂どおりだな」

「……どういう意味です？」

　控えめに見ても、ゼオルディスの口元に浮かんだ笑みはあまり性質がよろしくない。ディネロともジスカルドとも種類の違う男相手に、カシュヴァーンの警戒心は最大になった。

　目つきにも顔つきにもそれは表れているはずだが、ゼオルディスは平気で話題を変えてきた。

「なあ、ところでカシュヴァーン。来月はここの文化祭だよな」

「──！」

　警戒はしていたものの、次の攻めはまるで無防備なところに繰り出された。ボディに一発くらったような気分を抑え、どうにか言葉を絞しぼり出す。

「そ、それがどうかしましたか」

　ちらちらとアリシアを見ながら聞き返すと、ゼオルディスはにこっとして第二撃を繰り出してきた。

「よかったら、俺と一緒に回らないか？」

「はぁ!?」

　またしても変則攻撃だ。思わず大声を出してしまったカシュヴァーンを、ゼオルディスは猫ねこのように瞳を細めながら見つめる。

「実は俺、理事といっても、ここに戻ってきたのはつい最近なんだ。今から少しでも学園の雰囲気に慣れておきたくてさ。いいだろう？　カーシュ」

　どこかで聞いたような台詞と、いきなり愛称呼びの波状攻撃。

　ここまでされると、カシュヴァーンは逆に冷静になってきた。

「……申し訳ないですが、理事。俺は他の人を誘う予定ですので」

「それは残念」

　ゼオルディスもあっさり引き下がる。しかし彼の攻撃はまだ続いていた。

「じゃあ、アリシア。カーシュは他の人を誘う予定らしいから、俺と一緒に回るか？」

「あら、そうなのですね」

　小首を傾かしげ、つぶやくアリシアとにっと笑うゼオルディスの顔がスローモーションで見えた。しまった、と喉のどの奥でうなる。

　最初からゼオルディスの目的は、この流れを作ることだったのだ。

「いえっ！」

　気づくとカシュヴァーンは、アリシアの右手を引っ張って胸の中に抱き込んでいた。

　ルアークが眼を丸くしているが、彼のことにまで頭が回らない。初めて抱き締めた華きや奢しやな体の感触と、自分の顔が熱く火ほ照てっていること以外よく分からない。

「忘れていましたが、ア、アリシア先生は、俺と一緒に回る予定ですから!!」

「あら、そうだったかしら」

　不思議そうな顔をしているアリシアを見つめ、ゼオルディスはぷっと噴ふき出した。

「ははははは、そうか、それじゃしょうがないかカーシュ！　そして俺はこっちだ」

　もう暗いもんな、と笑い転げるゼオルディスの突っ込みにさらに頰が熱くなるが、今さらやめられない。

「そうですそうです、じゃあ行きましょうアリシア先生!!　もうこんな時間ですから送ります!!」

「だね。じゃっ未来の理事長様、ばいばーい!!」

　そのままアリシアを抱き締めて走り出したカシュヴァーンの背を、ルアークも追いかけていった。










　宿直室が入っている校舎までひと息に駆けてきたカシュヴァーンは、そこでぱっとアリシアを解放した。すぐには彼女を見られず、うつむいたまま言い訳を始める。

「申し訳ありませんアリシア先生、勝手なことを言って！　ですがあのゼオルディスとかいう理事は怪あやしいです、おかしいです、絶対に何か下心があるに違いありません!!　俺にも下心があるから分かる、いや違う、違わないですが、やっぱり違う、俺とあいつは違ってですね」

　自分でも何を言っているのかよく分からない。トレイスの気の毒そうな表情が脳裏に浮かんでは消えた。

　助けを求めてルアークを探してみたが、彼の姿はどこにもない。一瞬自分の眼まで悪くなったのかと思ったが、どうやら本当に近くにいない。

「……あの野郎……」

　見捨てやがったな、と口汚く罵るカシュヴァーンをよそに、アリシアは何か考え込んでいる様子である。

「ねえカシュヴァーンくん」

「えっ、は、はい」

　名前を呼ばれ、どぎまぎしながら顔を上げれば、女神がそこにいる。迫せまる夜の闇の中、二人きりだということが急速に意識されて、落ち着かない気分になった。

　教育実習が終わって以来、彼女とまともに顔を合わせるのも久しぶりだ。

　もしかするとルアークは、この展開を見越して姿を消したのだろうか。

「感謝するぞルアーク……結婚式の余よ興きようはお前に任せる……」

　あっさり前言撤てつ回かいしたカシュヴァーンに、アリシアが小首を傾げながら尋たずねてきた。

「もしかして私、いつの間にかあなたを誘ってた？」

「は？」

　大きく眼を見開いたカシュヴァーンを、一いつ拍ぱく遅れて膝ひざから崩くずれ落ちそうな衝しよう撃げきが襲おそう。

「ま、まさか……天然はすべて演技で……、あなたは俺の気持ちに気づいて……？　天使だと思っていたら、まさかの小こ悪あく魔まだったとは……！　だが……、だが、そんなアリシア先生も、悪くない……!!」

　猛スピードで先走るカシュヴァーンに、アリシアがいつもと変わらぬ微笑みを見せた。

「私ね、カシュヴァーンくんを文化祭に誘おうと思っていたの。だからちょうどよかったわ」

「……え？」

　ぴたっと動きを止めたカシュヴァーンに、アリシアはにこにこしながら告げる。

「来年から、カシュヴァーンくんはここで働くんですもの。少しでも学園の雰囲気に慣れておいたほうがいいわよね。当日の朝十時に校門で待ち合わせでいいかしら？」

「……はい」

「チケットは私が持って行くから、通行証がなくてもきっと通報されないわ。じゃあ、おやすみなさいカシュヴァーンくん」

「お、おやすみ……なさい」







　手を振りながら、アリシアが建物の中に消えていく。

　弾はずむように歩む彼女の靴先が、揺れる亜麻色の髪が、光の粉を振りまいているように見えた。きらきらとまぶしくて、苦しいほどなのに眼が離せない。

「……本当に、妖精……天使……女神……聖女……小悪魔……」

　呆ぼう然ぜんとしながら小さな背中を見送ったカシュヴァーンの胸に、どん、と何かが当たった。

「やー、怪け我がの功こう名みようってやつだね！　よかったねおにいちゃん、このこのー」

　いずこかへ姿を消していたルアークだ。にやにやしながら、肘でぐりぐりと小突いてくる。

　微び妙みようにみぞおちを抉えぐられる痛みにも構わず、カシュヴァーンは敬けい虔けんな信者のしぐさでそっとその手を取った。

「ルアーク、結婚しよう」

「あー、うん、喜んでくれてるんだね、よかったよかった」

　突っ込むのが面倒くさくなったのか、ルアークはぞんざいな返事をしてカシュヴァーンを振り払う。

「それじゃそろそろ俺も帰るかな、ジェダさんが心配してるだろうし。じゃ、当日、楽しみにしてるね」

　兄貴分の名前を挙あげながら、ルアークがひらりと手を振る。遅ればせながら幸せを嚙み締めていたカシュヴァーンだが、途中で違い和わ感かんに気づいた。

「……当日？」

「うん、文化祭当日。十時だったよね？　言っておくけど、ちゃんと時間どおりに来てね。二時間前に来て待ってるとかやめてね。絶対警備の人が来ちゃうからね」

「いや、さすがに門の前には九時頃着くように調整するが……その、もしかして、お前も来る、のか？」

　強こわ張ばった声で尋ねれば、ルアークは天使のような微笑みを見せた。

「だから言ったでしょ？　あんた出遅れてるかもよって」

　小悪魔に踊おどらされたことに気づき、顔面蒼そう白はくになるカシュヴァーンに聞こえないように、ルアークは小さくつぶやく。

「まあ俺の場合は、俺から誘ったんだけどね」

「なんだと？」

「あ、えっとね、当日はジェダさんも連れて行くから。あんまり長時間ほっとくと泣いちゃうからさぁ、あの人。ちなみに財さい布ふ役はやってくれるんだよね？　おにいちゃん。わーい、何食べようかなー」

　兄貴分の名前を口にしたルアークは、きゃらきゃらと笑いながら駆け出す。

「お前……、待てこら!!　ふざけるなッ!!　ティルと兄貴のお守りでもしていろ!!」

　怒りの形ぎよう相そうで駆け出したカシュヴァーンを見て、警備員が動き出したのはそれから数分後のことだった。

　来校許可証は、とても役に立った。








終













あとがき






　本ほん編ぺんとの落差に作者もびっくり！　小お野の上がみ明めい夜やです。『死神姫の再さい婚こん　下心はないので、俺と文化祭に行きませんか』をお読みいただきまして、ありがとうございました!!　……そしてなんか本当にすいませんでした……!!




　アリシア先生とカシュヴァーンくんの話は、元々ブログのエイプリルフール企き画かくとして書いたのが最初でした。それがいつの間にか、こうして公式アンソロに載のってしまうとは、運命とはわからないものですね。

　本編がシリアスな分、とても元気そうなカシュヴァーンをみなさんにお届けすることができて、うん、よかった……はず……うん。ルアークも突っ込みが追いつかないレベルに元気ですからね。迷めい惑わくをかけたトレイスとグラネウスには、後でよく謝っておいてほしいですけどね！




　コミックでは、せっかくなので自分が見たいものを指定させていただきました。冨ふ士じ原わら良りよう先生の描くスーツと学ランとセーラー服を、どうぞご堪たん能のう下さい。
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